
第4号 様式 (第19条関係)

特 定 建 築 物 排 出 量 削 減 計 画 書

氏名〈法人にあつては、ち称及び代表者の氏ち^協ム第印貿は

畢狗  株 式会社虎屋

代表取締役社長 剰 ‖ 光 博

□ 自 然エネルギーの直接利用 (概 要 )

□ 自 然エネルギーの変換利用 (概 要 )

ロ エ コマテリアルの利用 (概 要 )・ コンクリー ト躯体での再生骨材の採用

・外構床に,材″"・リク(高炉スラグ)を 採用

口 嗣 ヒ (概 要)・ 駐車場に緑化プロックを撰置

□ 雨 水利用 (概 要 )

働 ォ ノン層保護 (概 要 )`ノ ンフコン仕様の現場発抱断熱材の採用

・ハ,ン 消火剤を利用しない

口 長 寿命化 (協 要 )・ 設備メンテナンスのしやすい高さ設定

EZ そ の他 (概 要 )・ 高効率照明器具の採用

・節水型器具の採用

特定建築物の環境の保全についての配慮に係

る性能に関する評価結果

別添のとお り

連 絡 先 担 当  部  署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

ファクシ ミリ番号

設計者の住所及び氏名の公表について 日  公 表可     □   公 表不可

京都府地球温暖化対策条例第23条の規定により提出します。

特 定建 築物 の名 称 陀屋京都新工場

特定建築物の所在地 京都府南丹市人木町北広瀬城谷田68の一部

特 定 建 集 物 の 概 要

設 計 者 の 氏 る 鹿島建段鶴関西支店一級建築士事務所 浜 口 徹

設 計 者 の 住 所 大阪市中央区城見2222

工 事 種 別 B 転 集                □  増 築

予 定 年 月 日 工事着工予定年月 日   ′ ア 年  / 月  汐 ら 日

工事完了予定年月 日   //年  ′ じ月 'も  日
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l B 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 量 の 削 減 を 図 る た め の 措 置
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該当する□には、レ印を配入してください。

床面積の相の括孤内には、増策の場合に当骸増案部分の床面想を記入してください。

用途別床面積の用塗 〈住宅を除く。)と は、庭築物に採るエネルギーの使用の合留 ヒにBgする建築主の判断

の基準 (平成15年経済産業省 ・国二交通省を示第1号)別 表第1に掲げるものとします。

概要を極入した場合は、それらを図面等で明示した資料を添付してください。

エコマラフアルとは、人体への安全性や資源の枯掲に配慮した材料ミツサイクルが容勇な材料年演売演荷の

少なヤサ 料をいいまえ


